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信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
ー
敷
人
の
受
託
者
と
信
託
財
産
ー

田

中

實

㈲㈲㊧⇔e
　
目
　
　
次

問
題
の
所
在

「
合
有
」
論
の
再
槍
討

英
法
に
お
け
る
共
同
所
有
形
態

信
託
財
産
の
本
質
と
「
合
有
」
性

結
　
　
語O

間
題
の
所
在

　
隔
　
民
法
は
、
軍
猫
所
有
に
封
す
る
共
同
所
有
の
形
態
と
し
て
、
「
共
有
」
寓
詳
Φ
碍
9
言
膏
の
み
を
認
め
て
い
る
が
（
民
法
第
二
四
九
條
以
下
）
、

學
読
は
一
般
に
、
「
共
有
」
の
ほ
か
に
「
合
有
」
（
「
合
手
的
共
有
」
）
田
鴨
ロ
言
9
N
ξ
鴨
鋸
9
審
ロ
閏
㊤
民
お
よ
び
「
総
有
」
O
o
雷
β
富
碍
窪
言
菖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

の
あ
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
も
、
近
時
の
有
力
な
學
論
は
、
組
合
財
産
お
よ
び
共
同
相
績
財
産
は
、
民
法
の
規
定
（
第
六
六
八
條
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

第
八
九
八
條
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
實
質
上
「
合
有
」
た
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
ま
た
入
會
椹
は
「
総
有
」
的
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ

　
　
（
三
）

て
い
る
。

　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
六
二
三
）



　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
六
二
四
）

　
（
一
）
　
例
え
ば
、
我
妻
榮
『
物
椹
法
』
（
新
版
）
二
〇
九
頁
以
下
、
我
妻
榮
・
有
泉
亨
『
民
法
総
則
・
物
椹
法
』
（
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
）
三
六
九
頁
、
吾
妻
光
俊
『
物

　
椹
法
』
四
四
－
四
五
頁
、
末
川
博
『
物
権
法
』
三
四
四
頁
以
下
、
今
泉
孝
太
郎
『
新
物
権
法
論
』
八
一
頁
、
二
一
二
ー
一
二
三
頁
等
。

　
（
二
）
　
石
田
丈
象
郎
「
合
有
論
」
（
『
民
法
研
究
』
1
八
五
頁
以
下
所
牧
）
、
來
栖
三
郎
「
共
同
相
績
財
産
に
就
い
て
」
（
法
協
五
六
巻
二
、
三
、
五
、
六
號
所
牧
）
は
、

　
　
こ
の
問
題
を
詳
細
じ
取
扱
つ
た
貴
重
な
研
究
で
あ
り
、
そ
の
後
こ
れ
に
從
う
も
の
も
、
す
く
な
く
な
い
。
川
島
武
宜
『
民
法
◎
』
一
五
六
頁
以
下
、
中
川
善
之
助

　
　
『
民
法
大
要
』
（
新
版
）
二
ニ
ニ
頁
等
。

　
（
三
）
　
我
妻
前
掲
二
九
七
頁
、
我
妻
・
有
泉
前
掲
三
八
二
頁
、
吾
妻
前
揚
同
頁
、
末
川
前
掲
四
〇
四
頁
、
今
泉
前
掲
一
二
二
頁
。

　
二
　
と
こ
ろ
が
、
信
託
法
第
二
四
條
一
項
は
、
藪
人
の
受
託
者
あ
る
場
合
に
お
け
る
信
託
財
産
の
師
属
關
係
に
つ
い
て
、

　
　
「
信
託
財
産
ハ
其
ノ
合
有
ト
ス
」

と
規
定
し
て
い
る
。
本
條
は
、
民
法
の
認
め
な
か
つ
た
「
合
有
」
と
い
う
観
念
を
、
成
文
法
上
は
じ
め
て
認
め
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、
　
「
合

有
」
論
を
構
成
す
る
學
者
も
、
し
ば
し
ば
本
條
を
そ
の
理
論
づ
け
に
援
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
で
は
、
本
條
に
い
う
「
合
有
」
と
は
、
何
を
意
昧
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
文
字
通
り
に
、
い
わ
ゆ
る
「
合
有
」
と
い
う
共
同
所
有
の

特
殊
な
形
態
を
認
め
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
究
明
す
べ
き
問
題
は
、
そ
こ
に
あ
る
。

　
三
　
信
託
法
第
二
四
條
一
項
の
「
合
有
」
に
封
す
る
信
託
法
學
者
の
解
繹
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど
、
多
く
は
、
　
「
共
有
」

に
お
け
る
よ
う
な
「
持
分
」
の
観
念
を
含
ま
な
い
特
殊
な
共
伺
所
有
の
形
態
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
青
木
博
士
は
、

　
　
「
持
分
ノ
観
念
ヲ
排
斥
ス
ル
意
味
ヲ
以
テ
之
ヲ
其
合
有
ト
セ
リ
。
合
有
ト
ハ
持
分
ノ
観
念
ナ
キ
共
同
所
有
ノ
状
態
ナ
リ
」

　
　
　
　
　
　
　
（
巴

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
し
か
る
に
、
現
時
に
お
け
る
民
法
學
上
の
通
詮
に
し
た
が
え
ば
、
「
合
有
」
に
は
「
持
分
」
の
観
念
が
存
在
し
、
た
だ
一
定
の
共
同
目
的
に
つ

い
て
の
結
合
か
ら
生
ず
る
制
約
を
受
け
る
に
と
ど
ま
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
信
託
法
第
二
四
條
一
項
の
解
繹
に
か
ん
す
る
信
託
法
學
者
の
見
解
は
、
誤
つ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
果
し
て
、
　
「
合
有
」
論
の



構
成
に
カ
を
つ
く
さ
れ
た
石
田
博
士
は
、

　
　
「
持
分
椹
の
な
き
共
同
所
有
な
ど
は
現
代
の
法
制
上
存
在
し
な
い
し
、
叉
そ
れ
は
合
有
椹
の
形
態
を
把
握
す
る
も
の
で
は
な
い
、
信
託
財
産

　
が
歎
人
の
受
託
者
の
合
有
に
属
す
る
以
上
、
各
受
託
者
は
各
自
持
分
椹
を
有
し
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

邑
論
じ
、
あ
た
か
も
信
託
法
學
者
が
誤
り
を
お
か
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
石
田
博
士
の
考
え
方
は
、
信
託
制
度
に
封
す
る
正
し
い
理
解
の
上
に
立
つ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う

か
。
信
託
法
第
二
四
條
一
項
は
、
受
託
者
数
人
あ
る
場
合
の
信
託
財
産
に
つ
い
て
、
た
し
か
に
「
合
有
」
な
る
表
現
を
採
用
し
た
に
せ
よ
、
そ
れ

は
、
い
わ
ゆ
る
「
合
有
」
た
る
こ
と
の
承
認
を
、
そ
の
ま
蜜
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
順
序
と
し
て
、
ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
合
有
」
論
を
一
通
り
検
討
し
、
つ
い
で
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
の
間
題
に
お
よ
ぶ
こ
と
と
す
る
。
問
題

の
解
決
に
は
、
お
そ
ら
く
、
英
法
に
お
け
る
共
同
所
有
形
態
の
一
般
的
考
察
と
と
も
に
、
信
託
財
産
そ
の
も
の
の
本
質
を
も
究
明
す
る
必
要
が
あ

る
で
あ
ろ
う
。

　
（
四
）
　
青
木
徹
二
『
信
託
法
論
』
一
五
二
ー
一
五
三
頁
。
同
趣
旨
、
三
淵
忠
彦
『
信
託
法
通
繹
』
一
三
〇
ー
ニ
ニ
頁
、
栗
栖
遇
夫
『
信
託
法
綱
論
』
一
八
O
頁
等
。

　
　
た
だ
し
、
民
法
の
學
説
に
し
た
が
つ
て
「
持
分
」
の
観
念
を
認
め
る
少
数
論
も
あ
る
。
入
江
眞
太
郎
『
信
託
法
原
論
』
（
全
訂
版
）
二
六
七
頁
以
下
。
な
お
、
岩
田

　
　
新
『
信
託
法
新
論
』
七
七
頁
以
下
参
照
。

　
（
五
）
　
石
田
前
掲
一
二
六
頁
。

⇔
　
　
「
合
有
」
論
の
再
槍
討

　
四
　
一
般
に
、
い
わ
ゆ
る
「
合
有
」
は
、
共
同
所
有
の
一
類
型
た
る
も
の
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

な
特
質
を
も
つ
も
の
と
し
て
読
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て

「
共
有
」
お
よ
び
「
総
有
」
と
封
比
さ
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う

三

（
六
二
五
）



　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
（
六
二
六
）

　
①
　
「
合
有
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
持
分
」
の
観
念
を
有
す
る
黙
に
お
い
て
「
共
有
」
と
性
質
を
同
じ
く
し
、
「
総
有
」
と
匠
別
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
「
持
分
」
の
存
す
る
意
味
に
お
い
て
、
「
合
有
」
は
「
共
有
」
と
同
じ
く
個
人
的
性
格
を
帯
有
し
、
本
質
的
に
團
艦
的
性
格
に
貫
か
れ
た

「
総
有
」
と
鉗
立
す
る
。

　
②
　
「
合
有
」
は
、
い
ち
お
う
個
人
的
性
格
を
有
す
惹
が
、
同
時
に
合
有
者
の
間
に
存
す
る
密
接
な
共
同
目
的
へ
の
結
合
に
も
と
づ
き
、
或
程

度
の
團
髄
的
制
約
i
「
持
分
」
に
封
す
る
統
制
1
が
作
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、
個
人
的
性
格
を
示
す
「
持
分
」
は
あ
り
う
る
が
、
共
同
目
的

へ
の
結
合
を
破
壊
す
べ
き
持
分
庭
分
の
自
由
お
よ
び
目
的
物
分
割
の
自
由
は
、
つ
よ
く
制
限
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
自
由
は
、
結
合
關
係
の
終
了
し
た

場
合
に
の
み
許
さ
れ
る
。
・
か
よ
う
な
「
持
分
」
に
封
す
る
統
制
が
作
用
し
て
い
る
意
味
に
お
い
て
、
「
合
有
」
は
「
共
有
」
と
異
な
つ
て
い
る
。

い
わ
ば
、
「
合
有
」
は
「
共
有
」
と
「
総
有
」
と
の
中
間
に
位
置
す
る
。

　
（
一
）
　
詳
細
は
、
石
田
前
掲
、
來
栖
前
掲
を
参
照
。
な
お
、
一
般
に
物
椹
法
の
教
科
書
に
は
、
「
共
有
」
。
「
合
有
」
・
「
総
有
」
の
三
形
態
を
封
比
さ
せ
た
簡
明
な
要

　
　
約
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
川
島
『
所
有
椹
法
の
理
論
』
二
〇
二
頁
以
下
、
山
中
康
雄
『
共
同
所
有
論
』
（
法
律
學
磯
系
・
理
論
篇
）
七
頁
以
下
に
は
、
き
わ
め
て
鏡
い

　
　
理
論
的
分
析
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
諸
研
究
に
展
開
さ
れ
五
理
論
を
當
然
の
前
提
と
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
論
黙
の
詳
細

　
　
は
、
既
に
周
知
の
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
に
再
詮
し
な
い
。

　
　
　
最
近
の
學
設
は
、
　
一
般
に
「
合
有
」
を
認
め
る
態
度
を
示
し
て
い
る
が
、
山
中
前
掲
の
み
は
、
か
な
り
批
判
的
な
立
場
を
と
つ
て
い
る
。
私
自
身
も
後
に
述
べ

　
　
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
山
中
教
授
の
立
場
を
支
持
し
た
く
考
え
る
。

　
五
　
と
こ
ろ
で
、
近
代
市
民
肚
禽
に
お
け
る
所
有
椹
法
秩
序
は
、
財
産
の
「
商
品
性
」
を
貫
徹
せ
し
め
る
た
め
に
、
客
艦
に
お
け
る
一
物
一
椹

主
義
と
と
も
に
、
主
艦
に
お
け
る
一
椹
一
人
主
義
を
原
理
と
し
、
し
た
が
つ
て
共
同
所
有
形
態
に
封
す
る
身
分
的
・
團
艦
的
制
約
を
排
斥
し
よ
う

　
　
　
　
（
二
）

と
し
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
近
代
市
民
法
に
お
け
る
共
同
所
有
の
形
態
と
し
て
は
、
自
由
な
「
持
分
」
の
複
合
と
い
う
構
成
を
も
つ
「
共
有
」
の
み
が
、
原
則

的
な
も
の
と
し
て
承
認
さ
れ
、
當
事
者
の
身
分
的
．
團
髄
的
結
合
關
係
の
も
と
に
「
持
分
」
の
自
由
を
制
約
す
る
「
合
有
」
的
形
態
お
よ
び
「
持



分
」
の
観
念
を
い
れ
な
い
「
総
有
」
的
形
態
は
、
全
く
否
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
「
合
有
」
お
よ
び
「
総
有
」
に
つ

い
て
の
法
史
學
的
基
礎
づ
け
が
、
ど
ん
な
に
綿
密
に
な
さ
れ
る
に
せ
よ
、
現
行
法
的
共
同
所
有
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
「
合
有
」
ま
た
は
「
総
有
」

を
み
と
め
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
ほ
と
ん
ど
無
意
味
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
し
か
も
、
法
史
學
的
に
正
し
い
評
慣
を
あ
た
え
れ
ば
、
典
型
的
な
意
味
で
の
「
合
有
」
お
よ
び
「
総
有
」
に
は
、
近
代
的
所
有
椹
と
し
て
の
性

質
が
見
出
さ
れ
え
な
い
と
い
う
事
實
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
確
立
し
た
私
有
財
産
制
の
所
産
た
る
財
産
の
「
商
品
性
」

の
護
現
が
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
近
代
的
な
共
同
所
有
形
態
と
し
て
、
「
共
有
」
の
ほ
か
に
、
「
合
有
」
お
よ
び
「
総
有
」
を
、
「
共
有
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

と
並
ぶ
も
の
と
し
て
李
面
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
全
く
不
正
確
な
・
渡
歴
史
的
な
態
度
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
「
合
有
」
お
よ
び
「
総
有
」
を
、
近
代
法
的
に
再
構
成
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
「
持
分
」
の

自
由
性
に
つ
よ
い
制
約
を
加
え
、
あ
る
い
は
「
持
分
」
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
財
産
に
お
け
る
「
商
品
性
」
の
貫
徹
を
め
ざ
す
近
代
的

所
有
秩
序
と
根
本
的
に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
或
限
度
が
つ
き
ま
と
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
法
主
髄
と
し

て
の
個
人
の
凋
立
性
を
み
と
め
る
近
代
法
で
は
、
個
人
を
團
鰹
の
う
ち
に
の
み
位
置
づ
け
、
身
分
的
制
約
の
も
と
に
お
く
こ
と
は
、
許
さ
れ
な
い

か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
共
同
所
有
形
態
に
お
け
る
「
持
分
」
の
制
約
は
、
た
ん
に
共
同
所
有
者
の
闇
に
存
す
る
何
ら
か
の
共
同
目
的
に
鷹
じ

て
、
財
産
の
共
同
的
管
理
を
な
す
べ
き
必
要
性
に
根
撮
を
お
い
て
考
え
う
る
に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
は
要
す
る
に
、
「
持
分
」
の
自
由
性
に
封
す
る

一
時
的
・
便
宜
的
制
約
で
あ
り
、
實
質
上
、
攣
形
さ
れ
た
「
共
有
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
「
共
有
」
と
質
的
に
異
な
る
も
の
は
存
在
し

な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
「
共
有
」
と
異
な
る
、
こ
れ
と
並
ぶ
べ
き
特
殊
な
共
同
所
有
形
態
と
し
て
ー
す
な
わ
ち
、
十
分
な
猫

自
性
を
も
つ
凋
立
の
一
範
型
と
し
て
成
立
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
「
持
分
」
に
封
す
る
制
約
に
着
眼
し
て
、
こ
れ
を
あ
え
て
「
合
有
」

な
い
し
「
総
有
」
と
よ
ぶ
こ
と
は
、
或
意
味
で
は
、
用
語
上
の
便
宜
の
問
題
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
し
か
し
十
分
合
理

的
な
用
語
法
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
す
く
な
か
ら
ず
疑
わ
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
（
六
二
七
）



　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
（
六
二
八
）

　
か
く
て
、
現
行
法
を
封
象
と
す
る
法
解
繹
學
に
お
い
て
は
、
共
同
所
有
の
形
態
を
、
　
「
共
有
」
・
「
合
有
」
・
「
総
有
」
の
三
者
に
分
類
し
て
把

握
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
基
本
的
な
も
の
と
し
て
「
共
有
」
の
み
を
認
め
、
あ
わ
せ
て
「
共
有
」
に
封
し
ど
の
程
度
の
攣
形
・
修
正
が
あ
り
う
る

か
、
と
い
う
ふ
う
に
把
握
す
る
方
が
、
市
民
法
原
理
に
ヨ
リ
忠
實
な
態
度
で
あ
り
、
ま
た
問
題
の
本
質
を
ヨ
リ
直
裁
に
つ
か
む
こ
と
に
な
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

　
（
二
）
　
川
島
『
所
有
権
法
の
理
論
』
二
〇
〇
頁
以
下
参
照
。

　
（
三
）
　
「
合
有
」
ま
た
は
「
総
有
」
の
典
型
と
い
わ
れ
る
ゲ
ル
マ
ン
法
に
お
け
る
家
産
の
共
同
相
績
形
態
や
村
落
の
土
地
支
配
形
態
を
考
え
よ
。
そ
こ
に
は
、
近
代

　
的
所
有
椹
は
未
成
立
で
あ
り
、
實
質
上
、
財
産
の
團
豊
的
な
支
配
利
用
關
係
f
占
有
と
朋
瞭
に
は
分
離
し
て
い
な
い
ー
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
の
み
な
ら
ず
、
　
「
合
有
」
ま
た
は
「
総
有
」
に
お
い
て
は
、
當
事
者
の
身
分
に
も
と
づ
く
つ
よ
い
團
燈
的
組
織
強
制
が
作
用
し
て
い
る
。
こ
の
黙
か
ら
も
、
個

　
人
的
財
産
秩
序
の
上
に
、
當
事
者
の
自
由
意
思
に
よ
つ
て
組
織
さ
れ
、
し
た
が
つ
て
ま
た
脱
退
の
自
由
を
原
則
的
な
前
提
と
し
て
い
る
組
合
や
、
近
い
將
來
に
財

　
産
の
分
割
を
豫
想
し
て
い
る
共
同
相
績
に
お
い
て
は
、
本
質
的
に
「
共
有
」
た
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
六
　
具
艦
的
に
い
え
ば
、
財
産
關
係
が
「
合
有
」
性
を
も
つ
と
い
わ
れ
る
組
合
や
共
同
相
績
の
各
場
合
に
つ
い
て
み
て
も
、
こ
れ
ら
を
、
し
い

て
「
共
有
」
で
な
く
「
合
有
」
で
あ
る
と
し
て
法
律
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
論
的
根
豫
は
、
必
ず
し
も
十
分
つ
よ
い
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
の
み
な
ら
ず
、
解
繹
論
上
ど
れ
ほ
ど
の
實
釜
が
あ
る
か
も
疑
間
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
わ
け
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
①
　
組
合
財
産
の
共
同
所
有
關
係
に
お
い
て
、
「
持
分
」
の
自
由
性
を
制
限
す
べ
き
根
擦
は
、
も
ち
ろ
ん
十
分
に
み
と
め
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、

組
合
員
相
互
の
間
の
共
同
關
係
は
、
一
定
の
結
合
目
的
へ
の
ー
す
な
わ
ち
共
同
事
業
を
い
と
な
む
た
め
の
一
種
の
維
螢
協
同
艦
を
形
成
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
、
出
資
さ
れ
た
組
合
財
産
は
、
實
質
上
い
わ
ば
濁
立
し
た
目
的
財
産
－
組
合
目
的
の
た
め
に
の
み
奉
仕
す
べ
き
財
産
ー

1
と
し
て
組
合
員
各
個
人
の
自
由
な
私
的
支
配
か
ら
切
り
は
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
民
法
が
、
組
合
員
の
「
持
分
」
庭

分
を
制
限
し
（
第
六
七
六
條
一
項
）
、
ま
た
清
算
前
に
お
け
る
組
合
財
産
の
分
割
を
禁
止
す
る
（
同
條
二
項
）
等
、
一
般
の
「
共
有
」
と
異
な
る
財
産
關

係
を
定
め
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
で
あ
る
。



　
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
か
よ
う
な
共
有
持
分
に
封
す
る
制
約
は
、
け
つ
し
て
絶
封
的
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
持
分
」

の
庭
分
は
必
ず
し
も
無
効
な
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
組
合
か
ら
の
脆
退
の
自
由
（
第
六
七
八
條
）
が
認
め
ら
れ
て
い
る
結
果
、
組
合
に
お
け
る
組
織

強
制
的
作
用
が
よ
わ
い
こ
と
は
、
雫
い
え
な
い
。
そ
れ
は
、
「
合
有
」
と
み
る
た
め
に
は
、
あ
ま
り
に
も
團
艦
的
性
質
に
乏
し
い
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
組
合
に
お
け
る
財
産
關
係
を
構
成
す
る
た
め
に
は
、
た
ん
に
「
共
有
」
と
し
て
の
基
本
的
形
態
に
封
す
る
修
正
の

存
す
る
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
十
分
で
あ
り
、
か
り
に
そ
こ
に
「
合
有
」
的
性
格
の
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
に
せ
よ
、
す
く
な
く
と
も

「
合
有
」
な
る
語
を
或
程
度
ま
で
正
確
に
使
用
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
組
合
財
産
を
「
合
有
」
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
組
合
財
産
に
お
け
る
「
合
有
」
性
の
根
撒
と
し
て
、
組
合
財
産
に
も
と
づ
く
経
螢
協
同
艦
の
存
立
を
張
調
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
或
意
味
で

は
、
必
ず
し
も
不
當
で
は
な
い
。
組
合
財
産
が
一
種
の
目
的
財
産
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
事
實
な
の
だ
か
ら
。
し
か
し
、
組
合
財
産
の
獅
立
性

ー
経
螢
協
同
艦
の
存
立
を
張
調
し
よ
う
と
い
う
な
ら
、
む
し
ろ
組
合
そ
の
も
の
の
法
主
艦
性
を
こ
そ
主
張
す
べ
き
で
あ
り
、
組
合
財
産
の
「
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

有
」
性
を
提
唱
す
る
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
的
を
外
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
⑧
　
相
績
人
数
人
あ
る
場
合
の
相
績
財
産
關
係
に
お
い
て
は
、
「
合
有
」
を
認
む
べ
き
根
嫁
は
、
い
つ
そ
う
乏
し
い
よ
う
で
あ
る
。

　
な
る
ほ
ど
、
相
績
財
産
は
、
實
際
上
、
土
地
・
家
屋
・
家
財
道
具
・
現
金
・
有
債
誰
舞
等
々
、
き
わ
め
て
多
種
多
様
な
も
の
か
ら
成
り
た
つ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
財
産
に
つ
い
て
の
共
同
管
理
の
必
要
性
が
存
在
す
る
。
し
か
も
相
績
財
産
の
分
割
は
、
こ
れ
ら
の
物
件
を
現
實
に
個
別
的
に
分

割
す
る
も
の
で
な
く
、
か
え
つ
て
相
績
財
産
の
総
鰹
の
評
慣
額
に
つ
い
て
贋
値
的
に
分
割
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
か
つ
、
か
よ
う
な
分
割
の
効
力

が
、
一
般
の
共
有
物
分
割
の
場
合
と
異
な
り
、
相
績
開
始
の
と
き
に
遡
及
す
る
（
第
九
〇
九
條
本
丈
）
と
い
う
よ
う
な
諸
貼
か
ら
み
れ
ば
、
た
し
か

に
「
合
有
」
的
性
格
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
共
同
相
綾
に
お
け
る
財
産
關
係
が
、
財
産
の
共
同
管
理
と
い
う
目
的
に
制
約
さ
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
こ
の
場
合
の
管
理
は
、
近
い

將
來
の
分
割
を
當
然
の
前
提
と
し
て
豫
想
し
、
た
ん
に
そ
の
分
割
ま
で
の
】
時
的
・
過
渡
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
限
り
、
合
有
的
性
格
は
、

　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
（
六
二
九
）



　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
六
三
〇
）

甚
だ
し
く
稀
薄
で
あ
る
。
改
正
民
法
自
身
が
、
相
績
財
産
分
割
の
遡
及
効
を
規
定
し
た
さ
い
に
、
あ
わ
せ
て
第
三
者
の
椹
利
を
害
し
え
な
い
と
い

う
但
書
を
つ
け
加
え
た
こ
と
は
（
第
九
〇
九
條
但
書
）
、
相
績
財
産
に
お
げ
る
「
持
分
」
が
軍
濁
庭
分
の
封
象
に
な
り
う
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

わ
け
で
あ
り
、
「
合
有
」
論
の
根
擦
は
縮
小
し
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
③
　
わ
が
國
の
「
合
有
」
學
読
に
決
定
的
な
影
響
を
あ
た
え
た
も
の
は
、
ド
イ
ツ
の
ギ
ー
ル
ケ
そ
の
他
の
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ン
に
よ
つ
て
主
張
さ

れ
た
と
こ
ろ
の
、
ゲ
ル
マ
ン
法
に
基
礎
を
お
く
團
艦
主
義
的
法
理
論
で
あ
つ
た
。
ゲ
ル
マ
ニ
ス
テ
ン
の
立
場
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
・
ー
マ
法

の
傳
統
の
上
に
立
つ
概
念
法
學
に
封
す
る
批
判
的
立
場
で
あ
り
、
法
思
想
史
上
、
古
く
形
骸
化
し
て
い
た
ロ
ー
マ
法
的
理
論
を
修
正
し
・
近
代
化

す
る
意
義
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
た
し
か
に
否
定
で
き
な
い
事
實
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
學
論
は
、
嘗
時
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
國
民
的
統
一
を

め
ざ
す
一
種
の
國
民
蓮
動
に
奉
仕
す
べ
き
役
割
を
も
つ
て
い
た
意
味
に
お
い
て
、
當
然
に
肚
會
史
的
限
界
性
を
帯
び
て
い
た
こ
と
も
、
ま
た
見
逃

　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

し
え
な
い
事
實
で
あ
る
。

　
團
髄
の
存
在
を
張
調
し
、
個
人
を
團
艦
の
う
ち
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
主
張
す
る
團
龍
主
義
的
法
理
論
は
、
個
人
を
バ
ラ
バ
ラ
の
孤
立
人
と
し

て
の
み
把
握
す
る
・
ー
マ
法
的
市
民
法
へ
の
反
擾
・
批
判
を
含
む
黙
に
お
い
て
、
た
し
か
に
正
當
な
も
の
を
有
し
て
は
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
根

披
を
歴
史
の
う
ち
に
も
と
め
、
階
級
分
化
の
未
だ
成
立
し
な
い
時
代
の
團
艦
構
成
原
理
を
も
ち
出
す
こ
と
は
、
現
代
的
意
義
に
乏
し
い
と
評
さ
ざ

る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
　
商
法
上
の
合
名
會
肚
は
、
實
質
上
、
組
合
に
法
主
盟
性
を
認
め
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
商
法
第
六
三
條
以
下
）
。
し
た
が
つ
て
、
組
合
に
法
主
髄
性
を
附

　
與
す
べ
き
手
段
は
、
法
技
術
と
し
て
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
山
中
前
掲
八
三
－
八
四
頁
参
照
。

（
五
）
　
青
山
道
夫
『
身
分
法
概
論
』
二
八
六
頁
参
照
。

（
六
）
　
山
中
前
掲
一
〇
四
ー
一
〇
六
頁
は
、
ゲ
ル
マ
ン
法
の
團
髄
主
義
的
理
論
が
「
あ
る
い
み
で
は
吐
會
法
的
役
割
を
は
た
し
て
、
ゲ
マ
イ
ネ
ス
レ
ヒ
ト
の
狭
阻
な

　
桂
梧
を
脱
し
て
、
生
け
る
近
代
市
民
杜
會
法
の
形
成
を
促
進
す
る
役
割
を
は
た
し
た
黙
」
を
指
摘
し
、
同
時
に
、
そ
れ
を
「
ロ
ー
マ
法
に
た
い
す
る
ゲ
ル
マ
ン
國

　
粋
主
義
的
反
動
の
理
論
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。



　
　
な
お
、
い
わ
ゆ
る
「
総
有
」
學
読
の
肚
會
史
的
限
界
性
に
つ
い
て
は
、
戒
能
通
孝
『
入
會
の
研
究
』
五
頁
以
下
参
照
。

　
七
　
か
く
て
、
民
法
解
繹
學
上
、
組
合
や
共
同
相
績
に
お
け
る
財
産
關
係
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
や
は
り
「
共
有
」
た
る
も
の
と
し
て
理

解
す
べ
く
、
た
だ
、
共
同
事
業
途
行
の
た
め
に
せ
よ
、
ま
た
は
分
割
ま
で
の
一
時
的
・
過
渡
的
共
同
管
理
の
た
め
に
せ
よ
、
そ
の
目
的
に
慮
じ
て

「
持
分
」
の
自
由
性
に
封
す
る
制
約
の
存
在
す
る
こ
と
を
指
示
す
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
そ
れ
は
、
「
共
有
」
の
基
本
的
形
態
に
封
す
る
攣

形
・
修
正
と
し
て
の
み
把
握
す
れ
ば
足
り
、
し
い
て
「
共
有
」
と
封
立
さ
せ
て
「
合
有
」
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
構
成
す
る
必
要
を
み
な
い
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
要
す
る
に
、
「
合
有
」
な
る
形
態
は
、
も
と
も
と
中
世
の
身
分
的
結
合
に
基
礎
を
お
く
團
髄
的
な
財
産
支
配
な
い
し
利
用
形
態
－
私
的
支
配

と
し
て
の
近
代
的
所
有
の
未
成
立
状
態
ー
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
近
代
法
に
お
け
る
組
合
や
共
同
相
績
の
財
産
關
係
に
つ
い
て
「
持
分
」
の
自

由
性
に
封
す
る
制
約
を
示
す
た
め
に
、
こ
れ
に
「
合
有
」
な
る
概
念
規
定
を
あ
た
え
る
こ
と
は
、
た
と
え
た
ん
な
る
用
語
の
便
宜
の
問
題
に
す
ぎ

な
い
と
し
て
も
、
む
し
ろ
不
當
で
あ
る
、
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

㊧
　
英
法
に
お
け
る
共
同
所
有
形
態

　
八
　
前
節
で
、
い
わ
ゆ
る
「
合
有
」
論
の
根
接
の
乏
し
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
で
は
、
信
託
法
第
二
四
條
一
項
に
い
う
信
託
財
産
の
「
合
有
」

と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
英
法
に
お
け
る
共
同
所
有
形
態
の
一
般
的
概
観
を
試
み
よ
う
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
信
託
と
い
う
法
技
術
は
、
英
法
に
お
け
る
ユ
ー
ス
な
い
し
ト
ラ
ス
ト
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
信
託
法
第
二
四
條
一

項
に
お
け
る
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
も
、
英
法
か
ら
來
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
英
法
上
、
信
託
の
登
展
過
程
に
お
い
て
、
受
託
者
を
複
歎
に
す
る
方
法
は
、
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
わ
け
は
、
も
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

と
信
託
の
成
立
を
も
た
ら
し
た
最
も
主
要
な
原
因
は
、
中
世
に
お
け
る
土
地
保
有
者
言
鍔
暮
死
亡
の
さ
い
に
お
け
る
土
地
遺
贈
の
禁
止
を
冤
れ

　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
（
六
三
一
）



　
　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
（
六
三
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

る
た
め
で
あ
り
、
受
託
者
は
い
わ
ば
遺
贈
の
仲
介
者
（
遺
言
の
執
行
者
）
と
し
て
の
機
能
を
果
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
さ
ら
に
受
託
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

を
複
数
に
し
て
お
け
ば
、
彼
等
は
甘
日
叶
濫
ロ
即
b
誌
と
な
り
、
そ
の
一
人
が
死
亡
し
て
も
土
地
は
生
残
者
霊
冥
貯
o
お
に
編
属
し
、
委
託
者
の
死

亡
前
に
受
託
者
全
員
の
死
亡
す
る
よ
う
な
事
例
は
稀
で
あ
り
、
信
託
譲
渡
の
目
的
が
確
實
に
達
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
中
世
に
お
い
て
は
、
土
地
は
封
建
制
度
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
私
的
所
有
椹
は
未
だ
成
立
せ
ず
、
土
地
は
す
べ
て
直
接
ま
た
は
間
接
に
國
王
か
ら
保

　
　
有
を
許
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
。

　
（
二
）
　
信
託
の
成
立
原
因
と
し
て
、
な
お
一
・
二
を
あ
げ
れ
ば
、
ー

　
　
　
①
　
土
地
保
有
者
死
亡
の
さ
い
に
お
け
る
重
い
封
建
的
負
捲
を
さ
け
る
た
め
に
、
信
託
が
利
用
さ
れ
た
。
封
建
的
負
捲
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
き
も
の
が
あ

　
　
つ
た
。

　
　
　
㈲
相
績
人
が
成
年
者
で
あ
る
と
き
ー
領
主
に
封
し
u
Φ
一
δ
胤
す
な
わ
ち
一
種
の
相
績
税
を
支
携
つ
た
。

　
　
　
㈲
　
相
績
人
が
未
成
年
者
で
あ
る
と
き
i
領
主
の
名
”
民
路
愚
後
見
の
も
と
に
立
ち
、
土
地
よ
り
生
ず
る
利
益
を
牧
得
さ
れ
た
。

　
　
　
⑥
　
相
績
人
不
存
在
の
と
き
i
土
地
は
領
主
に
永
久
に
復
蹄
し
た
（
Φ
oo
魯
Φ
諄
）
。

　
　
　
こ
の
場
合
、
受
託
者
を
複
数
に
し
て
お
け
ば
、
の
弩
く
一
く
o
窃
げ
甘
の
法
理
（
註
四
参
照
）
に
よ
り
相
績
の
稜
生
を
さ
け
、
相
績
上
の
封
建
的
負
指
を
免
れ
る
こ

　
　
と
が
確
實
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
の
　
犯
罪
に
よ
る
土
地
の
没
牧
ま
旨
①
詳
弩
Φ
お
よ
び
復
婦
霧
魯
①
辞
を
さ
け
為
た
め
に
も
、
信
託
は
利
用
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
土
地
保
有
者
が
一
定
の
犯

　
　
罪
を
な
し
た
場
合
は
、
土
地
は
没
牧
さ
れ
、
ま
た
土
地
保
有
者
の
相
績
人
が
そ
の
犯
罪
を
犯
す
と
き
は
、
そ
の
相
績
資
格
が
失
わ
れ
る
結
果
、
土
地
保
有
者
の
死

　
　
亡
に
よ
り
復
蹄
が
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
土
地
を
複
轍
の
受
託
者
に
信
託
譲
渡
し
て
お
け
ば
、
受
託
者
全
員
が
犯
罪
を
犯
す
こ
と
は
、
實
際
問
題
と
し
て
あ
り
え

　
　
な
か
つ
た
。

　
　
　
な
お
、
以
上
の
ほ
か
に
も
、
信
託
の
嚢
生
原
因
と
し
て
種
々
の
も
の
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
詳
設
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
冒
巴
菖
貰
一
9

　
　
国
へ
】
三
α
ざ
℃
や
鵠
①
歯
ド

　
（
三
）
　
甘
ぎ
♂
冨
ロ
”
目
畠
は
、
わ
が
國
の
英
法
學
者
に
よ
つ
て
「
合
有
」
と
課
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
「
共
有
」
に
相
當
す
る
も
の
は
＄
冨
”
ロ
o
矯
言
8
ヨ
琶
o
⇒

　
　
で
あ
る
。
受
託
者
の
撒
は
、
と
き
と
し
て
、
十
名
に
も
建
す
る
こ
と
が
あ
つ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
（
四
）
　
こ
れ
を
生
残
者
椹
利
o
o
霞
く
ぞ
o
お
げ
甘
と
い
う
。
　
甘
一
暮
苗
冒
ロ
ま
気
と
＄
昌
讐
一
昌
旨
8
冨
9
0
＝
と
の
最
も
大
ぎ
な
相
違
鮎
と
さ
れ
る
こ
と
、
つ
ぎ

　
　
に
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
九
　
現
在
の
英
法
に
お
い
て
、
共
同
所
有
の
形
態
は
、
主
と
し
て
、
つ
ぎ
の
二
種
に
匠
分
さ
れ
る
。

　
①
　
一
〇
置
辟
言
口
鱒
β
o
矯
o
H
o
≦
ロ
Φ
塁
匡
b

　
⑧
言
鍔
ロ
昌
o
同
o
≦
β
①
塁
匡
b
言
8
g
置
o
β

　
前
者
は
「
合
有
」
に
相
當
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
「
共
有
」
に
相
當
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
彼
此
か
な
ら
ず
し

も
同
一
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
英
法
に
お
け
る
爾
者
の
匠
別
を
要
約
し
て
示
せ
ば
、
1

　
①
す
9
言
昌
彗
昌
に
お
い
て
は
、
数
人
の
共
同
権
利
者
の
間
の
關
係
は
き
わ
め
て
密
接
で
あ
り
、
す
9
盆
鍔
暮
ω
の
間
に
存
す
る
槽
利

鼻
冨
は
、
軍
一
な
も
の
夢
o
善
零
一
9
Φ
目
巳
な
と
さ
れ
て
い
る
。
彼
等
は
合
同
し
て
8
Φ
冨
誘
ε
を
形
成
す
る
。
彼
等
は
す
べ
て
爵
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

鍔
目
①
巴
N
φ
9
日
鼠
8
呂
夢
Φ
器
9
Φ
b
o
器
霧
匹
9
餌
β
α
窪
Φ
器
9
0
試
菖
Φ
を
有
す
る
。

　
こ
れ
に
封
し
て
審
轟
ロ
昌
冒
8
9
9
目
に
お
い
て
は
、
當
事
者
間
の
密
接
な
結
合
關
係
は
、
多
く
の
場
合
に
訣
け
て
い
る
。
占
有
槽
に
つ

い
て
は
、
な
お
結
合
關
係
が
あ
り
、
彼
等
は
い
ず
れ
も
ひ
と
し
く
全
財
産
を
占
有
す
る
槽
利
を
有
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
合
關
係
は
、
そ
れ
以

上
に
は
及
ば
な
い
。
彼
等
は
、
岳
廟
臼
①
暮
一
9
霧
雷
詰
i
例
え
ば
或
者
は
無
制
限
の
権
利
を
、
他
の
者
は
生
存
中
の
み
存
績
す
る
椹
利
を
、
と

い
う
よ
う
に
ー
を
も
ち
、
・
ま
た
彼
等
は
、
島
融
臼
Φ
9
馨
一
霧
1
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
持
分
」
の
富
お
に
つ
い
て
、
或
者
は
譲
渡
を
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

の
者
は
相
績
を
受
け
た
場
合
の
よ
う
に
ー
を
有
す
る
。

　
③
冒
暮
言
ロ
窪
昌
に
お
い
て
は
、
生
存
者
槽
利
，
窪
Φ
鼠
㎎
算
9
撃
箋
写
9
昏
首
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
甘
一
暮
言
け
き
諾
の
一
人
の
死

亡
し
た
場
合
に
は
、
彼
の
生
存
中
に
分
離
持
分
騨
。
。
8
賀
暮
Φ
昏
畦
①
を
取
得
し
て
お
か
な
い
か
ぎ
り
、
彼
の
椹
利
は
、
彼
の
人
格
代
表
者
岳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

冨
誘
9
筥
お
胃
o
器
9
暮
一
く
＄
に
移
輻
せ
ず
ー
す
な
わ
ち
相
績
が
行
わ
れ
ず
1
甘
団
9
言
ロ
讐
駐
の
う
ち
の
生
残
者
に
帰
驕
す
る
。

　
こ
れ
に
封
し
て
、
譜
鍔
b
畠
貯
8
湾
9
書
に
お
い
て
は
、
か
よ
う
な
生
存
者
椹
利
の
法
理
の
適
用
が
な
い
結
果
、
共
同
権
利
者
中
の
一
人
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

死
亡
す
れ
ば
、
彼
の
「
持
分
」
は
相
績
さ
れ
う
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
（
六
三
三
）



　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
（
六
三
四
）

　
③
　
と
こ
ろ
で
、
す
暮
富
昌
導
亀
に
お
い
て
も
、
各
人
は
そ
の
「
持
分
」
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
Q
）

他
の
」
o
凶
旨
富
β
器
富
と
第
三
者
と
の
間
に
は
言
轟
ロ
昌
β
8
9
湾
呂
の
關
係
を
生
ず
る
。
こ
れ
を
分
離
。
q
零
R
窪
8
と
い
う
。
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
）

号
首
什
富
昌
醤
畠
に
は
、
分
割
づ
弩
訟
就
自
の
手
段
に
よ
り
共
同
的
椹
利
關
係
を
絡
了
せ
し
め
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
五
）
　
な
お
、
第
三
の
も
の
と
し
て
8
℃
霞
o
Φ
冒
曽
蔓
と
稽
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
實
際
上
、
稀
に
し
か
生
じ
な
い
。
ま
た
、
か
つ
て
コ
モ
ン
一
ロ
ウ
上
、
ε
β
即
昌
o
気

　
　
げ
鴇
①
目
菖
吋
①
菖
①
o
o
と
稻
す
る
も
の
も
あ
つ
た
が
、
現
在
で
は
消
滅
し
た
。
O
げ
Φ
の
げ
甘
9
旨
O
α
Φ
N
ロ
即
①
毘
勺
8
唱
Φ
詳
ざ
o
o
辞
叶
ゲ
Φ
“
臼
（
お
隣
O
）
℃
層
q
“
o
o
占
0
9

　
　
目
O
℃
げ
餌
P
閃
⑦
田
曜
3
℃
Φ
誹
ざ
θ
①
冒
昏
9
・
（
お
当
）
唱
℃
白
臼
ム
鉾
邦
語
の
参
考
書
と
し
で
は
、
田
中
和
夫
『
英
米
私
法
概
論
』
一
八
一
頁
以
下
に
簡
明
な
解

　
　
説
が
あ
る
。

　
（
山
ハ
）
　
○
ぽ
Φ
O
O
げ
一
賊
①
｝
O
℃
●
O
一
〇
●
℃
℃
．
q
劇
麻
ー
凱
“
q
●

　
（
七
）
　
O
ぼ
Φ
o
o
げ
ぼ
ρ
o
マ
o
詳
●
マ
q
鉛
．

　
（
八
）
　
O
ず
Φ
o
o
既
一
吋
P
O
層
9
¢
算
q
“
算

　
（
九
）
　
O
『
①
o
o
げ
淳
ρ
O
マ
包
鉾
マ
q
㎝
輿

　
（
一
〇
）
　
O
ず
3
圧
3
｝
o
マ
9
ダ
や
鰹
り
・
た
だ
し
、
遺
言
虎
分
に
よ
る
器
く
Φ
轟
ロ
8
は
生
じ
え
な
い
。
生
残
者
椹
利
の
法
理
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
一
一
）
　
O
げ
霧
げ
ぼ
P
o
マ
9
ダ
マ
騒
O
．

　
一
〇
　
英
法
に
お
け
る
す
9
審
昌
彗
昌
と
言
口
慧
昌
置
8
ヨ
臼
目
と
の
比
較
は
、
お
よ
そ
以
上
に
摘
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の

簡
軍
な
概
観
に
よ
つ
て
み
て
も
、
英
法
上
の
憲
旨
富
β
弩
昌
と
、
わ
が
國
の
民
法
學
者
の
理
解
す
る
い
わ
ゆ
る
「
合
有
」
お
よ
び
そ
の
學
読

的
基
礎
づ
け
に
援
用
さ
れ
る
ゲ
ル
マ
ン
法
上
の
国
貫
魯
君
冨
目
H
騎
①
。
。
即
日
富
b
閏
即
口
q
と
の
間
に
は
、
か
な
り
の
相
違
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
も
、
ゲ
ル
マ
ン
法
上
の
国
蒔
窪
言
琶
N
弩
鴨
駕
膏
言
口
国
斜
呂
も
、
英
法
上
の
す
暮
言
壁
ロ
昌
も
、
い
ず
れ
も
、
お
そ
ら
く
家
産

の
共
同
相
績
關
係
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
に
し
て
も
、
そ
の
實
態
に
即
し
て
み
た
場
合
へ
　
国
碍
臼
言
唐
N
旨
o
身
Φ
鋸
蟹
言
p

国
胃
ユ
が
私
的
所
有
椹
の
未
成
熟
な
時
代
に
お
け
る
團
髄
的
な
財
産
共
同
利
用
形
態
に
す
ぎ
な
い
の
に
反
し
て
、
憲
暮
富
鍔
昌
昌
は
、
判
例
法



の
稜
展
過
程
の
う
ち
に
、
明
ら
か
に
私
的
所
有
椹
の
成
立
に
よ
る
裏
付
け
を
取
得
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
近
代
的
な
「
商
品
性
」
の
要
素
を
帯
有

し
て
い
る
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
最
も
基
本
的
な
相
違
黙
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
甘
凶
暮
言
口
即
ロ
昌
に
お
け
る
團
艦
的
結
合
は
、
国
鴨
b
言
9

N
自
㎎
窃
即
9
審
β
国
導
q
と
共
通
す
る
も
の
を
何
程
か
も
つ
に
せ
よ
、
そ
こ
に
は
身
分
的
制
約
は
存
在
を
失
つ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
共
同

権
利
者
の
法
主
艦
性
は
認
め
ら
れ
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
そ
の
財
産
自
艦
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
目
的
財
産
と
し
て
の
性
格
は
、
か
な
り
稀
薄
で

あ
り
、
財
産
そ
の
も
の
の
獅
立
性
の
維
持
・
保
全
は
、
必
ず
し
も
つ
よ
く
穫
現
し
て
い
な
い
。

　
だ
か
ら
し
て
、
近
代
以
降
、
私
的
所
有
椹
が
そ
の
「
商
品
性
」
を
貫
徹
し
、
財
産
の
流
通
が
ま
す
ま
す
促
進
さ
れ
る
に
い
た
つ
て
、
ド
イ
ツ
法
上

の
国
鴨
9
g
ヨ
N
霞
鴨
鍔
9
審
β
昌
g
巳
な
る
形
態
が
「
商
品
性
」
に
背
反
す
る
も
の
と
し
て
衰
微
し
、
自
由
な
持
分
の
複
合
と
い
）
旨
膏
蒔
o
亨

言
9
の
み
が
共
同
所
有
形
態
の
基
本
的
な
も
の
と
さ
れ
た
の
に
封
し
、
英
法
に
お
け
る
甘
晒
旨
富
轟
b
昌
は
、
む
し
ろ
、
そ
の
椹
利
關
係
が
軍

一
・
で
あ
る
と
い
う
特
質
が
、
か
え
つ
て
財
産
秩
序
を
軍
純
化
せ
し
め
る
利
黙
と
し
て
作
用
し
、
財
産
の
流
通
に
奉
仕
す
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ

つ
た
。
取
引
の
簡
易
化
を
め
ざ
し
た
一
九
二
五
年
の
財
産
法
改
正
b
即
毒
9
評
o
冨
昌
気
卜
9
に
お
い
て
、
共
同
所
有
の
形
態
を
軍
純
化
す
る

た
め
に
甘
一
9
審
ロ
騨
5
昌
の
法
理
を
擾
大
適
用
し
、
土
地
所
有
に
つ
い
て
一
般
に
言
鍔
ロ
昌
言
8
9
β
9
を
慶
止
し
た
の
は
、
ま
さ
に
、
そ

　
　
　
（
一
二
×
一
三
）

の
た
め
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
英
法
に
お
け
る
す
暮
言
壼
ロ
昌
な
る
共
同
槽
利
關
係
は
、
わ
が
國
の
英
法
學
者
に
よ
つ
て
「
合
有
」
と
課
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
、
民
法
學
者
の
一
般
に
理
解
す
る
「
合
有
」
と
の
間
に
は
、
け
つ
し
て
無
覗
で
き
ぬ
本
質
的
相
違
の
存
す
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た

と
え
、
そ
の
形
式
的
概
念
構
成
に
お
い
て
、
多
少
の
共
通
黙
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
に
し
て
も
。

（
一
二
）
　
＄
冒
斜
β
畠
壁
8
旨
目
o
目
が
取
引
の
敏
活
を
阻
害
し
た
こ
と
に
っ
い
て
は
、
O
ゲ
①
o
o
げ
旨
P
o
や
包
¢
b
マ
臼
㌣
軌
郭
●
な
お
、
山
中
『
英
米
財
産
法
の

　
特
質
』
（
法
律
學
禮
系
・
理
論
篇
）
は
貴
重
な
研
究
で
あ
る
が
、
右
の
鮎
の
究
明
が
十
分
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

（
一
三
）
　
し
か
も
、
一
九
二
五
年
法
に
お
い
て
は
、
土
地
所
有
に
つ
い
て
富
冒
四
冒
o
望
言
8
ヨ
唐
0
5
を
慶
止
し
、
甘
ぎ
酔
富
昌
帥
ロ
o
賓
の
成
立
を
み
と
め
る
と
と

　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
　
　
　
（
六
三
五
）



　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
　
（
六
三
六
）

も
に
、
上
述
の
8
〈
①
旨
ロ
8
を
禁
止
し
た
（
■
℃
》
O
o
・
o
o
①
）
。
こ
れ
は
、
甘
ぎ
什
審
ロ
9
0
ロ
昌
に
お
け
る
「
商
品
性
」
を
排
斥
す
る
趣
旨
で
は
な
く
、
た
ん
に

取
引
簡
易
化
の
た
め
の
椹
利
關
係
軍
純
化
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
甘
一
旨
審
目
餌
ロ
昌
に
は
同
時
に
信
託
の
法
理
が
併
用
さ
れ
、
こ
の
揚
合

の
甘
ぎ
“
＄
b
暫
ロ
o
鴫
は
、
い
わ
ゆ
る
費
却
信
託
書
目
o
o
貯
厩
3
鶏
す
た
る
も
の
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
（
■
℃
》
ψ
o
o
“
）
。
つ
ま
り
甘
言
骨
叶
①
冒
即
b
訂
は
、

適
當
な
時
期
に
そ
の
土
地
を
費
却
す
べ
く
、
費
却
に
い
た
る
ま
で
の
使
用
・
牧
猛
は
、
審
目
ロ
旨
訂
ぎ
8
日
日
o
ロ
た
る
者
に
、
そ
の
持
分
に
鷹
じ
て
な
さ
し
め
、

か
つ
費
却
代
金
は
彼
等
に
分
配
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
な
お
、
円
旨
o
o
富
Φ
》
9
（
お
誤
y
ψ
o
o
ピ
に
よ
れ
ば
、
費
却
信
託
に
お
け
る
受
託
者
の
敷
は
、
四
人

以
下
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。

⑳
信
託
財
産
の
本
質
と
「
合
有
」
性

　
二
　
さ
い
ご
に
、
信
託
財
産
そ
の
も
の
の
性
質
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
試
み
よ
う
。

　
信
託
財
産
と
は
、
信
託
の
設
定
さ
れ
た
客
髄
、
す
な
わ
ち
信
託
行
爲
の
封
象
と
な
つ
た
財
産
を
意
味
す
る
。
詳
し
く
い
え
ば
、
信
託
の
設
定
行

爲
に
も
と
づ
い
て
、
受
託
者
が
、
委
託
者
か
ら
移
韓
そ
の
他
の
庭
分
を
受
け
て
取
得
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
受
託
者
は
、
こ
れ
を
信
託
行
爲
の

内
容
に
懇
じ
一
定
の
目
的
に
し
た
が
つ
て
管
理
ま
た
は
虚
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
を
負
つ
て
い
る
の
で
あ
る
（
信
託
法
第
一
條
、
第
四
條
）
。

　
か
よ
う
に
し
て
、
信
託
財
産
は
、
一
慮
、
形
式
的
に
は
受
託
者
に
露
属
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
實
質
的
に
は
、
信
託
目
的
に
よ
る

一
定
の
制
約
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
信
託
財
産
に
つ
い
て
の
受
託
者
の
槽
限
は
、
實
質
上
、
管
理
ま
た
は
塵
分
を
、
信
託
目
的
の
た
め

に
の
み
ー
し
た
が
つ
て
、
自
己
の
た
め
に
で
は
な
く
、
委
託
者
な
い
し
受
釜
者
の
た
め
に
の
み
ー
な
す
べ
き
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
み

ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
信
託
法
第
四
條
の
規
定
は
、
同
第
一
條
と
併
せ
て
、
受
託
者
の
義
務
を
規
定
す
る
と
と
も
に
、
實
は
受
託
者
の
有
す
べ
き

椹
限
の
實
質
的
範
園
を
も
表
現
し
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
と
は
い
え
、
受
託
者
の
取
得
し
た
信
託
財
産
に
つ
い
て
の
椹
利
が
、
い
わ
ゆ
る
制
限
的
椹
利
だ
と
解
す
る
こ
と
は
、
或
意
味
で
必
ず
し
も
不
當

と
は
い
い
き
れ
な
い
け
れ
ど
、
な
お
信
託
の
法
律
構
成
と
し
て
は
、
多
少
の
補
足
を
必
要
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
老
え
ら
れ
る
。



　
受
託
者
に
露
属
し
た
椹
利
は
、
そ
の
汐
イ
ト
ル
に
お
い
て
は
、
十
全
の
椹
利
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
受
託
者
は
、
自
己
の

名
に
お
い
て
そ
の
財
産
を
管
理
す
べ
き
任
務
を
果
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
、
ト
ラ
ス
ト
の
端
初
形
態
た
る
ユ
ー
ス
に
お
け
る

ご
と
く
、
受
託
者
が
、
た
ん
に
消
極
的
に
財
産
移
韓
の
仲
介
者
た
る
に
す
ぎ
な
か
つ
た
場
合
は
と
も
か
く
と
し
て
、
受
託
者
が
積
極
的
に
財
産
管

理
の
代
行
者
と
し
て
登
場
す
る
に
い
た
つ
た
近
代
的
信
託
に
お
い
て
は
、
す
く
な
く
と
も
受
託
者
は
、
そ
の
財
産
管
理
の
た
め
の
タ
イ
ト
ル
と
し

て
、
財
産
に
封
す
る
排
他
的
支
配
椹
能
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
受
託
者
に
あ
た
え
ら
れ
た
槽
利
の
タ
イ
ト
ル
は
、
財

産
管
理
實
行
の
た
め
の
手
段
と
し
て
ー
す
な
わ
ち
財
産
管
理
者
と
し
て
の
法
的
保
障
を
受
け
る
た
め
に
ー
法
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
し
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
。

つ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
實
質
上
、
い
わ
ば
財
産
の
管
理
椹
た
る
に
と
ど
ま
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
信
託
財
産
に
つ
い
て
椹
利
の
タ

イ
ト
ル
を
取
得
し
た
受
託
者
は
、
そ
の
名
に
お
い
て
財
産
の
管
理
を
な
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
委
託
者
な
い
し
受
釜
者
の
利
盆
の
た
め
に
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

な
す
べ
く
、
自
己
の
利
釜
の
た
め
に
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
受
託
者
の
有
す
る
椹
利
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
財
産
の
慣
値
そ
の
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

封
す
る
排
他
的
支
配
権
ー
経
濟
的
利
釜
の
獅
占
的
享
受
椹
能
ー
は
含
ま
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
信
託
上
の
管
理
ま
た
は
虞
分
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

る
損
釜
は
、
す
べ
て
受
釜
者
の
計
算
に
露
す
べ
く
、
受
託
者
の
負
櫓
に
属
し
な
い
。

　
（
一
）
例
え
ば
、
岩
田
『
信
託
法
新
論
』
二
八
頁
は
、
「
信
託
關
係
は
一
個
の
所
有
椹
其
の
他
の
財
産
椹
を
ば
、
委
託
者
、
受
託
者
、
及
び
受
盆
者
の
三
人
に
、
分

　
　
馬
せ
し
め
る
、
特
殊
の
法
律
關
係
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
「
分
馬
」
と
は
、
い
か
な
る
歌
態
を
意
味
す
る
の
か
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。

　
（
二
）
　
2
9
♀
U
器
菊
8
騨
山
霧
目
3
g
げ
餌
目
3
諺
｝
ψ
o
o
ド
は
、
端
的
に
管
理
椹
く
霞
名
包
言
目
鴨
お
魯
酔
と
し
て
概
念
規
定
を
す
る
。
多
少
の
間
題
の
飴
地

　
　
が
な
い
で
も
な
い
が
、
注
目
す
べ
き
卓
見
で
あ
ろ
う
。

　
（
三
）
　
信
託
法
第
一
條
は
、
　
「
他
人
（
受
託
者
）
ヲ
シ
テ
」
財
産
管
理
を
な
さ
し
め
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
信
託
の
本
質
を
と
ら
え
て
お
り
、
信
託
が
、
實
は
財
産

　
　
管
理
の
た
め
の
他
人
の
勢
務
み
利
用
手
段
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
を
暗
示
し
て
い
，
る
。
こ
の
黙
に
お
い
て
、
信
託
は
、
民
法
上
の
委
任
・
代
理
制
度
と
類
似
性
を
有

　
　
し
て
い
る
。
た
だ
、
財
産
管
理
の
た
め
に
、
財
産
の
タ
イ
ト
ル
を
移
韓
し
、
受
託
者
が
彼
自
身
の
名
に
お
い
て
管
理
に
あ
た
る
と
い
う
鮎
が
、
代
理
人
が
本
人
の

　
　
名
に
お
い
て
法
律
行
爲
を
な
す
の
と
、
本
質
的
に
異
な
つ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
己
の
名
を
も
つ
て
す
る
と
い
う
貼
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
商
法
上

　
　
の
間
屋
と
共
通
性
を
も
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
信
託
法
第
一
條
に
お
け
る
「
他
人
ヲ
シ
テ
」
は
、
商
法
第
五
一
八
條
に
お
け
る
「
他
人
ノ
爲
メ
一
こ

　
　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
（
六
三
七
）



　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て

　
と
表
裏
の
關
係
に
あ
る
。

（
四
）
　
O
ず
霧
言
N
ρ
o
ワ
o
詳
●
℃
マ
q
o
o
l
q
嘗

（
五
）
　
信
託
法
第
一
九
條
。
な
お
　
勾
①
o
o
＄
富
目
Φ
冒
“
9
昏
Φ
■
騨
ヨ
目
影
答
一
㈱
8
“
●

　
（
一
〇
㎝
O
）
づ
℃
。
oo
刈
僻
ー
oo
刈
9

一
六

（
六
三
八
）

O
”
α
Φ
増
試
一
ど
ピ
四
宅
o
哺
目
㎏
q
o
o
鍍
”
昌
山
目
圏
属
雪
Φ
Φ
9
酔
Φ
ロ
汁
げ
①
P

　
＝
一
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
信
託
財
産
は
、
一
鷹
、
形
式
的
に
は
受
託
者
に
婦
属
す
る
も
の
と
解
す
る
ほ
か
な
い
が
、
實
質
的
に
信
託
目
的

に
も
と
づ
く
一
定
の
制
約
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
限
り
、
受
託
者
自
身
の
個
人
的
生
活
に
奉
仕
す
べ
き
、
い
わ
ゆ
る
固
有
財
産
と
は
分
離
し
て
、

獅
立
に
存
在
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
信
託
財
産
の
「
濁
立
性
」
と
は
、
か
よ
う
な
性
質
を
示
す
も
の
で
あ
る
（
信
託
法
第
二
八
條

参
照
）
。

　
い
い
か
え
れ
ば
、
信
託
財
産
は
、
受
託
者
の
一
般
的
な
固
有
財
産
に
封
す
る
意
味
で
「
特
別
財
産
」
ω
o
民
霞
く
霞
琶
罐
害
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

あ
る
い
は
、
一
定
の
信
託
目
的
を
達
す
る
た
め
に
の
み
存
在
す
る
意
味
で
「
目
的
財
産
」
N
宅
Φ
o
写
霞
琶
躍
曾
た
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
英

法
上
、
こ
れ
に
つ
い
て
何
人
も
自
由
な
庭
分
椹
を
有
し
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
「
何
人
に
も
露
属
し
な
い
財
産
」
乞
o
ぎ
身
．
の

肩
8
臼
昌
　
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
信
託
財
産
に
鋤
す
る
受
託
者
の
地
位
が
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
實
は
管
理
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

の
そ
れ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
か
く
て
、
信
託
財
産
な
る
も
の
は
、
形
式
上
、
受
託
者
に
蹄
属
し
て
い
る
に
せ
よ
、
そ
の
管
理
は
、
委
託
者
な
い
し
受
釜
者
の
た
め
に
の
み
な

す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
財
産
管
理
か
ら
生
ず
る
経
濟
的
利
釜
は
、
あ
げ
て
受
釜
者
に
蹄
す
る
。
要
す
る
に
、
信
託
財
産
は
、
實
質
上
、
受
託
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
×
八
）

婦
属
し
な
い
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
六
）
　
受
託
者
の
地
位
を
、
破
産
財
團
に
お
け
る
破
産
管
財
人
（
破
産
法
第
七
條
）
、
民
法
上
の
不
在
者
の
管
理
人
（
民
法
第
二
五
條
以
下
）
、
相
績
人
不
存
在
の
場

　
　
合
の
相
績
財
産
管
理
人
（
第
九
五
二
條
以
下
）
、
遺
言
の
執
行
者
（
第
一
〇
〇
六
條
以
下
）
、
。
解
散
し
た
法
人
の
清
算
人
（
第
七
四
條
以
下
）
等
と
封
比
せ
よ
。
こ

　
　
れ
ら
の
揚
合
に
は
、
法
定
代
理
の
成
立
を
擬
制
す
る
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
る
が
、
理
論
上
、
法
定
代
理
は
親
椹
者
・
後
見
人
の
ご
と
ぎ
も
の
に
限
る
べ
き
で
あ



　
　
り
、
し
た
が
つ
て
法
定
代
理
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
濁
立
し
た
管
理
橿
そ
の
も
の
に
即
し
た
構
成
を
試
み
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
黙
を
指
摘
す
る

　
　
も
の
が
ノ
ル
ト
で
あ
る
。
前
出
（
註
二
）
参
照
。

　
（
七
）
　
取
引
界
の
實
情
に
お
い
て
は
、
信
託
の
設
定
に
よ
つ
て
財
産
の
移
韓
嫉
生
じ
な
い
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
信
託
財
産
は
、

　
　
受
託
者
の
貸
借
野
照
表
の
資
産
の
部
に
は
計
上
さ
れ
な
い
。
或
財
産
が
措
保
の
目
的
を
も
つ
て
信
託
的
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
委
託
者
は
信
託
財
産
の
慣
額

　
　
と
相
嘗
す
る
債
務
の
額
を
相
殺
せ
ず
に
、
從
前
ど
お
り
そ
の
債
務
の
全
額
を
負
債
と
し
て
計
上
す
る
。
ま
た
取
立
の
た
め
に
完
全
に
裏
書
譲
渡
さ
れ
た
手
形
を
銀

　
　
行
が
受
取
っ
た
と
き
は
、
銀
行
簿
記
の
上
で
、
他
の
手
形
と
同
一
に
扱
わ
ず
、
別
に
記
帳
さ
れ
保
管
さ
れ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
臭
丈
嫡
『
信
託
論
』
二
七
－

　
　
二
八
頁
参
照
。

　
（
八
）
　
信
託
違
反
、
と
く
に
受
託
者
が
信
託
財
産
を
自
己
の
利
釜
に
供
し
た
揚
合
は
、
　
い
か
な
る
犯
罪
を
構
成
す
る
か
。
英
米
法
で
一
般
に
横
領
罪
国
日
び
Φ
N
N
一
Φ
－

　
　
目
Φ
5
6
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
信
託
財
産
が
受
託
者
に
婦
厨
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。
わ
が
刑
法
上
、
横
領
罪
（
第
二
五
二
條
）
ま
た

　
　
は
背
任
罪
（
第
二
四
七
條
）
の
、
い
ず
れ
に
該
當
す
る
か
は
、
ま
だ
明
確
に
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
受
託
者
が
轍
人
あ
る
場
合
に
、
そ
の

　
　
一
人
が
信
託
財
産
を
自
己
の
利
釜
に
供
し
た
と
き
、
他
の
合
有
者
と
の
關
係
に
お
い
て
横
領
の
成
立
を
み
と
め
た
判
例
が
あ
る
。
大
判
・
大
正
嶋
二
年
五
月
一
八

　
　
日
（
刑
集
二
巻
四
一
九
頁
）
、
大
判
・
昭
和
七
年
一
二
月
一
五
日
（
刑
集
一
一
巷
一
八
ヱ
、
頁
）
。

　
　
　
前
者
は
数
人
で
寄
附
金
を
公
募
し
た
場
合
に
か
ん
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
信
託
法
理
を
適
用
し
た
こ
と
は
、
注
目
に
債
す
る
。
卒
野
義
太
郎
氏
は
、
同
判

　
　
例
に
つ
い
て
、
公
募
金
は
登
起
人
團
豊
の
「
総
有
」
に
厨
す
る
と
し
、
そ
こ
に
横
領
罪
成
立
の
根
掠
づ
け
を
見
出
し
て
お
ら
れ
る
（
判
例
民
事
法
・
大
正
十
二
年

　
　
度
一
二
八
頁
以
下
）
。
信
託
法
第
二
四
條
一
項
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
総
有
」
と
解
さ
れ
た
の
は
何
故
で
あ
る
か
、
全
く
読
明
し
て
は
お
ら
れ
な
い
が
、
む
し

　
　
ろ
信
託
財
産
の
本
質
に
帥
し
て
立
論
す
べ
き
が
正
當
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
も
し
襲
起
人
が
一
人
し
か
い
な
い
揚
合
に
は
、
「
総
有
」
の
形

　
　
成
さ
れ
る
蝕
地
が
な
く
、
横
領
罪
の
成
立
を
み
と
め
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
一
般
的
に
考
え
て
み
て
も
、
横
領
罪
の
構
成
要
件
と
し
て
の
「
他

　
　
人
ノ
物
」
と
は
、
他
の
共
同
受
託
者
の
物
と
み
る
よ
り
は
、
委
託
者
な
い
し
受
益
者
の
物
と
み
る
方
が
、
ヨ
リ
實
際
的
で
も
あ
り
、
ま
た
法
律
椿
成
と
し
て
も
合

　
　
理
的
で
あ
ろ
う
。

　
＝
二
　
か
よ
う
に
信
託
の
本
來
の
性
質
上
、
信
託
財
産
は
實
質
的
に
受
託
者
に
瞬
属
し
な
い
も
の
と
考
え
て
き
た
場
合
、
激
人
の
受
託
者
あ
る

場
合
の
信
託
財
産
關
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
民
法
學
者
の
い
わ
ゆ
る
「
合
有
」
と
同
一
に
解
す
る
こ
と
は
、
甚
だ
し
く
困
難
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
わ
け
は
、
信
託
財
産
が
受
託
者
の
固
有
財
産
を
構
成
し
な
い
以
上
、
い
わ
ゆ
る
「
持
分
」
の
観
念
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で

あ
る
。

信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て

一
七

（
六
三
九
）



　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
　
（
六
四
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

　
い
わ
ゆ
る
「
持
分
」
は
、
所
有
椹
の
本
龍
的
内
容
を
な
す
慣
値
の
分
数
的
分
量
を
基
礎
と
す
る
観
念
で
あ
る
が
、
「
持
分
」
の
存
在
は
、
明
ら

か
に
、
所
有
槽
の
本
髄
た
る
債
値
そ
の
も
の
に
封
す
る
排
他
的
支
配
椹
能
i
経
濟
的
利
釜
の
濁
占
的
享
受
権
能
1
の
反
射
で
あ
り
、
こ
の
意

味
で
「
持
分
」
は
固
有
財
産
に
つ
い
て
の
み
成
立
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
信
託
は
、
委
託
者
が
そ
の
所
有
財
産
の
慣
値
を
實
現
す
る
た
め
に
利
用
す
る
一
手
段
で
あ
り
、
受
託
者
は
、
委
託

者
を
し
て
財
産
債
値
の
實
現
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
に
の
み
存
在
す
る
。
た
だ
、
受
託
者
が
、
彼
自
身
の
名
に
お
い
て
1
委
託
者
に
代
つ

て
、
委
託
者
の
た
め
に
1
財
産
管
理
を
實
行
す
る
必
要
上
、
財
産
の
タ
イ
ト
ル
が
移
韓
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
つ
て
受
託
者
の
手

中
に
あ
る
椹
能
は
、
財
産
管
理
の
實
行
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
経
濟
上
の
牧
釜
を
受
釜
者
に
露
属
せ
し
め
る
た
め
に
の
み
、
そ
の
機
能
を
有
す
べ
き

も
の
で
あ
り
、
そ
の
反
面
、
受
託
者
自
身
に
と
つ
て
は
、
経
濟
上
の
牧
釜
を
も
た
ら
し
え
な
い
、
全
く
室
虚
な
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
か
よ
う
に
受
託
者
の
有
す
る
椹
利
が
、
受
託
者
自
身
に
と
つ
て
、
實
質
的
に
財
産
の
慣
値
そ
の
も
の
に
封
す
る
排
他
的
支
配
椹
で
あ
り
え
な

い
、
と
し
た
な
ら
ば
、
財
産
慣
値
の
分
数
的
分
量
を
意
味
す
る
「
持
分
」
は
、
～
．
㌦
，
、
そ
い
存
在
す
る
飴
地
が
な
い
、
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
か

く
て
、
信
託
財
産
の
「
合
有
」
と
は
、
實
質
上
、
財
産
管
理
の
共
同
性
の
み
を
意
味
す
べ
く
（
信
託
法
第
二
四
條
二
項
）
、
民
法
學
者
の
い
わ
ゆ
る

「
持
分
」
の
統
制
さ
れ
た
「
共
有
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
の
「
合
有
」
と
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
、
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
（
九
）
　
「
持
分
」
の
本
質
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
一
個
の
所
有
椹
と
み
る
か
、
ま
た
は
所
有
椹
の
分
量
的
一
部
と
み
る
か
、
と
い
う
論
雫
が
あ
る
こ
と
、

　
　
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
前
論
を
も
つ
て
委
當
と
す
る
。
椹
利
自
艦
は
一
定
の
法
的
保
障
を
受
け
た
地
位
な
の
だ
か
ら
、
計
螢
不
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
所
有
椹

　
　
の
分
量
的
一
部
と
い
う
考
え
方
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。
所
有
椹
は
客
禮
た
る
財
産
の
慣
値
そ
の
も
の
に
封
す
る
排
他
的
支
配
が
法
的
に
保
障
ざ
れ
た
地
位
に
ほ

　
　
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
領
値
と
は
、
経
濟
學
上
の
い
わ
ゆ
る
債
値
と
使
用
慣
値
と
の
爾
者
を
含
む
意
味
に
お
い
て
用
い
た
が
、
交
換
過
程
に
お
い
て
は
、
債
値
は

　
　
と
く
に
交
換
憤
値
と
し
て
現
わ
れ
、
し
か
も
使
用
贋
値
は
捨
象
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
所
有
椹
を
、
憤
値
の
現
象
形
態
た
る
交
換
慣
値
に
勤
す
る
支
配
椹
と
し

　
　
て
理
解
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
不
當
で
は
な
い
。
山
中
『
共
同
所
有
論
』
一
八
頁
滲
照
。

一
四
　
ま
た
、
信
託
の
設
定
さ
れ
る
趣
旨
か
ら
考
え
て
も
、
受
託
者
を
複
激
に
し
て
お
く
目
的
は
、
明
ら
か
に
、
主
と
し
て
生
残
者
椹
利
の
法



理
を
利
用
す
る
た
め
で
あ
り
、
な
い
し
は
信
託
財
産
の
管
理
を
團
艦
的
・
共
同
的
に
な
さ
し
め
る
た
め
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
信
託
財

産
が
「
特
別
財
産
」
で
あ
り
、
ま
た
「
目
的
財
産
」
を
形
成
す
る
意
昧
に
お
い
て
、
管
理
の
共
同
性
は
、
き
わ
め
て
明
確
に
焚
現
す
る
。

　
た
だ
、
数
人
の
受
託
者
に
信
託
的
な
財
産
譲
渡
が
な
さ
れ
る
結
果
、
信
託
財
産
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
、
形
式
上
、
一
種
の
共
同
所
有
形
態
が

成
立
す
る
。
こ
の
形
式
的
な
共
同
所
有
の
形
態
を
表
現
す
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
法
律
構
成
を
用
い
た
ら
よ
い
か
。
「
共
有
」
な
い
し
富
鍔
ロ
畠

言
8
9
匡
9
と
い
う
構
成
は
、
と
う
て
い
適
し
な
い
。
何
故
な
ら
、
受
託
者
の
間
に
は
、
信
託
財
産
の
管
理
に
つ
い
て
、
か
な
り
明
確
な
團
艦

的
結
合
關
係
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
感
、
共
同
権
利
者
の
間
に
團
鰹
性
の
成
立
す
る
「
合
有
」
な
い
し
す
9
言
昌
即
β
昌
と
い

う
構
成
を
用
い
た
、
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
信
託
財
産
に
つ
い
て
の
「
合
有
」
と
い
う
構
成
は
、
受
託
者
の
間
に
生
残
者
椹
利

の
法
理
の
適
用
あ
る
こ
と
、
財
産
管
理
上
の
共
同
性
あ
る
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
民
法
學
者
の
い
わ
ゆ
る
「
合
有
」
た
る
こ
と
の
承
認
で
は
な

い
。
民
法
學
上
の
「
合
有
」
は
、
　
「
共
有
」
に
お
け
る
「
持
分
」
の
自
由
性
の
み
を
否
定
す
る
に
と
ど
ま
る
が
、
信
託
法
上
の
「
合
有
」
は
、
以

上
に
み
た
よ
う
に
、
實
質
的
に
「
持
分
」
の
観
念
そ
の
も
の
を
容
れ
る
齢
地
が
あ
り
え
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
か
よ
う
に
「
持
分
」
そ
の
も
の
が
存
在
し
え
な
い
こ
と
の
當
然
の
結
果
と
し
て
、
信
託
法
上
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
　
「
持
分
」
の
存

在
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
諸
効
果
ー
例
え
ば
、
受
託
者
た
る
地
位
の
譲
渡
、
信
託
財
産
の
分
割
等
の
ご
と
き
現
象
1
は
、
お
こ
り
え
な
い
。

そ
れ
は
、
「
持
分
」
が
統
制
さ
れ
て
い
る
か
ら
ー
す
な
わ
ち
一
時
的
制
限
と
し
て
！
お
こ
り
え
な
い
の
で
は
な
く
、
信
託
そ
の
も
の
の
本
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）

上
「
持
分
」
の
観
念
が
存
在
し
な
い
か
ら
、
絶
封
的
に
お
こ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
各
受
託
者
は
、
す
べ
て
、
信
託
財
産
の
全
艦
に
つ
い
て
信
託
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
分
数
的
分
量
に
お
い
て
信
託
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
當
事
者
聞
に
存
す
る
信
託
關
係
そ
の
も
の
に
印
し
て
み
て
も
、
信
託
財
産
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
新
受
託
者
の
選
任
行
爲
が
な
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
）

な
い
か
ぎ
り
、
「
持
分
」
譲
渡
ま
た
は
分
割
後
に
お
け
る
信
託
の
成
立
を
み
と
め
る
根
撮
が
あ
り
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
（
一
〇
）
　
組
合
に
お
い
て
は
、
「
持
分
」
虎
分
の
有
効
な
こ
と
も
あ
り
う
る
し
、
ま
た
終
局
的
に
は
、
組
合
財
産
の
分
割
も
可
能
で
あ
る
。
民
法
第
六
七
六
條
一
項
、

　
　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
（
六
四
一
）



　
　
信
託
財
産
の
「
合
有
」
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
（
六
四
二
）

　
二
項
滲
照
。

（
一
一
）
　
O
昌
＆
旨
一
茸
O
マ
o
器
・
マ
麟
鱒
な
お
、
受
託
者
欠
無
に
あ
た
り
、
信
託
財
産
の
一
部
に
つ
い
て
の
入
新
受
託
者
を
逡
任
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
。

　
疑
問
の
蝕
地
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
否
定
的
に
解
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
判
決
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
⑤
結
　
　
　
語

　
剛
五
　
信
託
は
、
永
い
歴
史
と
傳
統
と
を
も
つ
特
異
な
法
制
度
で
あ
り
、
そ
の
本
質
を
つ
か
む
こ
と
は
、
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
こ
と
に

英
法
を
專
門
と
し
な
い
私
に
と
つ
て
は
、
理
解
に
苦
し
む
黙
も
す
く
な
く
な
い
。
ま
た
、
6
わ
ゆ
る
「
合
有
」
論
も
、
ド
イ
ッ
法
史
學
に
基
礎
を

お
く
む
ず
か
し
い
學
読
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
複
雑
か
つ
困
難
な
間
題
に
と
り
く
ん
だ
本
稿
に
お
い
て
は
、
お
そ
ら
く
私
の
思
わ
ぬ
過
誤
も
あ
る
で

あ
ろ
う
。

　
と
ま
れ
、
私
と
し
て
は
、
一
方
で
は
、
共
同
所
有
形
態
の
一
般
理
論
1
と
く
に
、
い
わ
ゆ
る
「
合
有
」
な
る
形
態
の
構
成
ー
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
信
託
財
産
の
本
質
を
も
究
明
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
私
の
得
た
結
論
は
、
1

　
第
一
に
、
い
わ
ゆ
る
「
合
有
」
は
、
正
し
く
は
法
史
學
上
の
形
態
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
、
共
同
所
有
に
か
ん
す
る
現
行
法

的
構
成
に
と
り
い
れ
る
の
は
、
甚
だ
し
く
正
確
を
訣
く
こ
と
、
も
し
、
こ
れ
を
現
行
法
的
に
再
構
威
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
實
は
攣
形
さ
れ
た
「
共

有
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
、
）
こ
と
で
あ
り
、

　
第
二
に
、
わ
が
信
託
法
の
母
法
た
る
英
法
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
合
有
」
に
相
嘗
す
べ
き
甘
帥
暮
審
昌
彗
昌
な
る
共
同
所
有
形
態
は
、
わ

が
國
の
民
法
學
者
が
】
般
に
理
解
す
る
「
合
有
」
と
か
な
り
異
つ
た
性
格
を
も
ち
、
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
を
不
用
意
に
同
一
覗
し
て
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

　
第
三
に
、
信
託
財
産
そ
の
も
の
の
本
質
的
究
明
に
も
と
づ
き
、
複
数
受
託
者
の
欄
の
「
合
有
」
と
い
う
財
産
關
係
は
、
財
産
憤
値
に
蜀
す
る
排



他
的
支
配
を
含
み
え
な
い
意
味
に
お
い
て
、
實
質
的
に
共
同
所
有
の
一
類
型
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。

　
要
す
る
に
、
信
託
法
第
二
四
條
一
項
に
い
う
信
託
財
産
の
「
合
有
」
と
は
、
共
同
所
有
の
一
、
類
型
た
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
も
と
も
と
信

託
の
傅
統
を
も
た
な
い
大
陸
法
系
に
ぞ
く
す
る
わ
が
信
託
法
が
、
「
合
有
」
と
い
う
表
現
を
探
用
し
た
の
は
、
や
む
を
え
な
い
に
し
て
も
、
す
く

な
く
と
も
、
信
託
財
産
の
「
合
有
」
を
、
組
合
財
産
や
共
同
相
績
財
産
に
お
け
る
「
合
有
」
性
と
同
一
硯
し
、
こ
れ
ら
を
並
列
的
に
理
解
す
る
こ

と
は
、
全
く
誤
り
で
あ
り
、
こ
と
に
物
権
法
上
の
「
合
有
」
論
の
基
礎
づ
け
に
援
用
す
る
が
．
こ
と
き
は
、
あ
ま
り
に
も
無
謀
な
態
度
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
九
五
四
・
九
・
五
）

信
託
財
産
の
λ
・
有
」
性
に
つ
い
て

二
一

（
山
ハ
巴
ラ


